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１．議員の辞職に伴う議会運営等について

(１) 議会運営委員

明神委員長 ただいまから、議会運営委員会を開く。

自由民主党の浜田豪太議員から令和４年１月15日をもって議員を辞職したい旨の

願いが議長に提出された。閉会中の議員の辞職については､地方自治法第126条ただ

し書の規定により議長の許可によるとされており、議長において同日付の辞職が許

可された。

本日は、このことに伴う議会運営等について御協議願うため、お集まりいただい

た。

それでは、お手元の協議事項の順に進めてまいりたいので、御協力願う。

明神委員長

吉岡議事課長

明神委員長

明神委員長

明神委員長

初めに、１ページの資料１、議会運営委員についてである。

浜田議員の議員辞職に伴い､現在議会運営委員会は１名の欠員となっているので、

後任の委員を決定する必要がある。

各会派の議会運営委員会の委員の人数は、会派の所属議員数により案分して決定

することが例となっている。

現在の所属議員数による案分について事務局から説明をさせる。

それでは、議運の会派構成割合について御説明する。１ページ、資料１を御覧願

う。下の表が昨年12月17日に決定した今年１月１日現在における会派構成の案分値

等である。上の表、1月16日からという表を御覧願う。

議員辞職に伴い、自由民主党は１名減の20名となった。そして、改めて５つの交

渉会派で議運の委員定数10名を案分したのがその表の３行目の案分値の欄である。

自由民主党が5.88、県民の会1.47、日本共産党1.47､公明党0.59､一燈立志の会0.59

となり、１未満の交渉会派には１を、１以上の交渉会派に整数部分を配分すると委

員定数まで１人余る。このため、その１人を案分値が１以上の交渉会派で小数点以

下が最も大きくなっている自由民主党に配分することとなり、結果的に議運の構成

割合に変更はなかった。

以上である。

それでは、各会派への配分数に影響がないとのことであるので、議運の構成はこ

れまでどおり自由民主党６名、その他の会派はそれぞれ１名ということで、御異議

ないか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

次に、後任の委員についてであるが、現在自由民主党の委員が５名となっている

ので、自由民主党から新たに１名を選任するということで、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

なお、委員会条例第５条第１項ただし書の規定により、議会運営委員の選任につ

いては、閉会中は議長が指名できることとされている。
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(２) 議席及び議席番号

(３) 常任委員会の組織

(４) 特別委員会の構成

(５) 高知県海砂対策連絡協議会委員

西内(隆)委員

明神委員長

香美市選挙区の補欠選挙が２月６日に行われる予定であり、その結果を受けての

議運を開く必要もあるため、早急に後任の委員を議運で了承の上、議長の指名によ

り選任する必要があるが、自由民主党は本日この場で後任の委員をお示しいただく

ことはできるか。

我が会派から、後任の委員に西内健議員をお願いする。

ただいま、自由民主党から後任の委員に西内健議員をとの申し出があった。つい

ては、委員会条例第５条第１項ただし書の規定により、西内健議員を議長において

議会運営委員会の委員に指名、選任することで、御了承願う。

（了 承）

明神委員長

明神委員長

次に、議席及び議席番号についてである。

議員辞職前の議席は、２ページの資料２のとおりである。

２月６日の補欠選挙で当選した議員が加入するまでの間ということになるが、そ

れまでの間、議席については空席とし、議席番号については欠番とすることでいか

がか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

明神委員長

明神委員長

次に、常任委員会の組織についてである。

常任委員会については、所属していた産業振興土木委員会をそのまま欠員とする

ことで、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

明神委員長 次に、特別委員会の構成についてである。

現在設置されている新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会と議員定数問

題等調査特別委員会の会派構成は議運と同じとすることを決定している。

先ほど、議運の構成は現行どおりとお決めいただいたので、それぞれの特別委員

会の構成についても現行どおりということで、御了承願う。

（了 承）

明神委員長 次に、３ページの資料３、高知県海砂対策連絡協議会委員についてである。

海砂対策連絡協議会委員については、平成31年４月26日の各派代表者会で自由民
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２．その他

明神委員長

主党から４名、県民の会、日本共産党及び公明党からそれぞれ１名を推薦すること

を決定しており、浜田議員を含む７名の議員が就任していたが、浜田議員の議員辞

職に伴い、知事から後任の委員１名の推薦依頼があっている。

申合せでは、各種審議会委員の会派への割り振りは、その都度検討するとなって

いるが、今回は委員の任期途中の交代であることから、引き続き自由民主党から推

薦することとし、その人選については会派に一任の上、会派から推薦のあった議員

を議長が知事に推薦することにしてはと思うが、いかがか。

（異議なし）

それでは、さよう決する。

自由民主党は、後任に推薦する議員を早急に人選の上、事務局へ提出していただ

くよう、御協力願う。

以上が、議員辞職に伴う議会運営等についてである。

なお、本会議での会期別・会派別年間発言回数や会派控室等については、２月６

日に実施される香美市選挙区の補欠選挙の後に臨時の議運を開き、新たな議席や議

席番号等と併せて御協議いただくので、御了承願う。

（了 承）

明神委員長

明神委員長

次に、その他で何かないか。

（な し）

それでは、協議事項は以上である。

以上で、本日の議会運営委員会を終わる。


